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はじめに：溶液プロセスで作製可能な電流注入型有機半導体レーザーを実現するために、

近年急速に研究が進展しているペロブスカイト系有機半導体での開発を進めている。この

材料系での LED研究では、高輝度照明として使える 2万 cdm-2 を 5V以下の低電圧で実現し

た素子も複数報告されているが[1]、輝度半減期が 100 時間を超えるような報告はごくわずかで

ある[2]。一方、塩素系ペロブスカイト材料を厚膜マトリクスとして用いた有機 EL 素子では

初期素子動作輝度は 1000cdm-2程度と抑制気味ではあるが、輝度半減期は 1000時間を超える

安定性が既に実現している[3]。塩素系ペロブスカイトが安定なのか、発光層としてペロブス

カイト系材料を用いていないのが安定性の起源なのか定かではないが、伝導性マトリクスと

してペロブスカイト系半導体を、発光層として (チオフェン/フェニレン)コオリゴマー(TPCO)

を用いた有機 EL 素子の開発に着

手した。  

結 果 と 議 論 ： 今 回 は

CsPbBr3(CPB)をジメチルスルホキ

シド (DMSO)に溶解させ、それにポ

リエチレンオキシド (PEO)のジメチ

ルホルムアミド (DMF)溶液を重量

比でおよそ 2:1 に混合した前駆体

溶液 (CPB/PEO)を FTO 等の透明

電極のついた基板上にスピンコー

ト成膜し、その上に TPCO の一種

で あ る 5,5’-Bis(4-biphenylyl) -  

2,2’-bithiophene(BP2T)のクロロ

ベンゼン溶液をキャスト、さらに

CPB/PEO をスピンコート製膜して

EL 素子を作製した。Fig.1 にこの

素子の蛍光顕微鏡写真と J-V 特

性を示す。以前報告した TPCO 系

ダブルヘテロ積層膜の EL 素子の

特性も記した [4]。ダブルヘテロ素

子 (DHS)の方は一様に発光する様子が

得られているが、今回の素子では、残念

ながらまだ EL 発光は得られていない。かなり不安定な動作も多いが同程度の電流密度は

得られており、伝導性マトリクスとしての機能は得られているようである。また、現状 TPCO 結

晶の密度がまだ不十分であり、多くの電流がペロブスカイト層のみで流れていると考えられる。

電流狭窄構造の導入等各種改善も含めて、今後の開発を進めていく予定である。  
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FFFig. 1 I-V curves of the BP1T/BP3T/AC5-CF3 DHS 
EL device (solid line) and the BP2T in CPB/PEO 
device (dotted line). 
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